
〈一般用医薬品〉

手指消毒用速乾性アルコールジェル

手荒れは、医療従事者の悩みです。

商品特徴
１．手肌をやさしくいたわりながら、しっかり消毒。

保湿成分としてアジピン酸ジイソブチル、アラントイン、グリセリンを配合しました。
手荒れ防止に配慮した手指消毒剤です。

２．殺菌効果が持続します。
使用後も、有効成分のクロルヘキシジングルコン酸塩が、殺菌持続効果を発揮します。

３．さらっとした使用感でべたつきません。

より
、手
にやさしくなりました。

減容ボトル仕様
使用後 両手で折りたたむことで
ゴミを減容化できます。
● 500mL ポンプ付
● 500mL角 ポンプ付

500mL 扁平 ポンプ付
（減容ボトル）

250mL ポンプ付 500mL 角 ポンプ付
（減容ボトル）

40mL

9%

54%
（少し手が荒れている）

37%
（特に手荒れはない）

9%

54%

37%

手荒れに関する意識調査

アンケート対象者総数：3,730名
ひどく手が荒れている：　322名
少し手が荒れている：　2,004名
特に手荒れはない：　　1,390名
回答無し：　　　　　　　 14名 サラヤ株式会社 医薬品部 学術病専課 調べ

各種ホルダー類もあります。
詳しくは営業担当にお問い
合わせください。

クロルヘキシジングルコン酸塩 0.2w/v% 配合

（ひどく手が荒れている）



500mL 角 ポンプ付
500mL

2,200円
2,200円

10
10

49-87696-42134-9
800mL パック MD用 3,300円 10 49-87696-42135-6

49-87696-42133-2

手指消毒用速乾性アルコールジェル

ヒビスコ－ルSジェル1

品　名

250mL
40mL

内容量 / 規 格

1,320円
220円

1コ標準価格（税抜）

10
60

1梱入数

49-87696-42132-5
49-87696-42131-8

ＪＡＮコード

50-0179-00-4

ヒビスコールSジェル１のうるおい保持効果

角層水分保持能
＜結果＞
ヒビスコールSジェル1を連続塗布すると、何も塗布し
ていないコントロールよりも水分保持能が有意に
（P<0.01）増加しました。また、ヒビスコールSジェル1
と当社従来品との間でも有意差（P<0.05）が認めら
れました。
ヒビスコールSジェル1は当社従来品と比較して高い
水分保持能を示しており、保湿効果に優れていること
が確認されました。
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1. 次の人は使用しないこと。
（1）患部が広範囲の人。
（2）深い傷やひどいやけどの人。

2. 次の部位には使用しないこと。
　損傷のある手指・皮膚・口唇等の粘膜の部分、目の周り。（局所刺激作用があります）

1. 次の人は使用前に医師または薬剤師に相談すること。
（1）医師の治療を受けている人。
（2）本人又は家族がアレルギー体質の人。
（3）薬によりアレルギー症状を起こしたことがある人。

2. 次の場合は直ちに使用を中止し、この文書を持って医師または 薬剤師に相談すること。
　使用後、皮膚に発疹・発赤、かゆみの症状があらわれた場合。

薬　価　基　準

効能 又は 効果

使用上の注意

用法 又は 用量

用法 及び 用量
に関連する
注意

包  　　　　装

ヒビスコール  Sジェル1

Hibiscohol  S Gel 1 対象外

手指の消毒

適量をとり、手指にすり込む。

40mL，250mL，500mL，800mL

和名

洋名

製 造 販 売 元

承 認 年 月 日

サラヤ株式会社

2007年11月30日

薬効分類番号 2619
商品名

保管 及び
取り扱い上の
注意

成分 及び 分量
ヒビスコールSジェル1は、100ｍL中に 有効成分のクロルヘキシジングルコン酸塩 0.2ｇ、溶剤としてエタノール、

その他添加物として グリセリン、アジピン酸ジイソブチル、アラントイン、ポリオキシエチレン
ヤシ油脂肪酸グリセリル、ヒプロメロースを含有する。

（1）直射日光の当たらない涼しい所に密栓し保管すること。
（2）小児の手の届かない所に保管すること。
（3）他の容器に入れ替えないこと。（誤用の原因になったり

品質が変わる）
（4）取り扱う場合、換気を十分行うこと。
（5）火気に近づけないこと。

（6）初期火災の場合、大量の水または消火器で、消火する
こと。

（7）使用期限が過ぎた製品は、使用しないこと。
（8）ノズルの先が詰まる場合は、詰まりを取り除いてから

使用すること。

（1）小児に使用させる場合には、保護者の指導監督のもとに使用させること。
（2）目に入らないよう注意すること。万一、目に入った場合には、すぐに水またはぬるま湯で洗うこと。なお、症状が重い場合

には、眼科医の診療を受けること。
（3）外用にのみ使用すること。
（4）血液や汚染物が付着している場合には、石けんでよく洗い、水分を除去してから使用すること。

相談すること

してはいけないこと　 （守らないと現在の症状が悪化したり、副作用が起こりやすくなる）

本製品は一般用医薬品（第2類医薬品）です。　● ご使用の際は、添付文書をよくお読みください。

Drug Information 2008年1月改訂 第2版 添付文書より作成

各種ホルダー類もあります。
詳しくは営業担当にお問い合わせください。

サラヤ株式会社 バイオケミカル研究所調べ

N=7  棒グラフは平均値±標準偏差を示す

（P<0.01） （P<0.05）


